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研究成果の概要：ケース・コントロール研究手法に習った長期調査により，ケース群の住宅に

おいてカビ数の変動に特徴が見られた。すなわち，何らかの健康被害を訴えている住宅では，

冬季にカビ数が多くなる傾向がある。本研究により，室内環境中のカビがアレルギー性疾患へ

の健康リスク要因である可能性が指摘された。カビの発生は Dampnessと関連が深いが，カビ
アレルゲンの寄与を明確に示すには至っておらず，今後も検討が必要である。 
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１．研究開始当初の背景 
文部科学省が公表している学校保健統計
調査によると，我が国では幼児や児童のアレ
ルギー性疾患等が全国的に増加傾向にあり，
10年前と比べてその有病率は2倍までに増加
している。一方，欧米諸国では， 居室等の
湿度が高い状態(Dampness)が，アレルギー性
症状や呼吸器疾患を引き起こしている可能
性が高いことに注目し，現在，その実態把握
と因果関係の解明に向けて積極的に研究が
進められている。 
 
２．研究の目的 
申請者はこれまでに，児童の健康と居住環

境の関連性に関するアンケート調査や事例

調査等を実施してきたが，健康リスク要因を
明らかにするためには，疫学的な調査デザイ
ンが必要であり，アレルギー性疾患等の症状
と居住環境要因に見られる季節変化を考慮
すべきことがわかった。 
そこで，本研究は，①住宅の Dampness に
起因するアレルギー性疾患等への健康リス
ク要因をケース・コントロール調査により明
らかにし，②健康リスク要因に対する建築的
な防除策を体系的に整備するための基礎的
資料を提示する，ことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 本研究は以下の 3つの項目を実施する。 
(1)国内外の文献調査 

研究種目：基盤研究(C) 
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最新の欧米諸国を中心とした Dampness に
関する調査研究を中心にレビューを行う。各
報告での問題意識や湿度に関連する健康上
の被害状況を整理し，各国の状況や問題の所
在を明らかにする。 
(2)ケース・コントロール研究手法に基づく
調査 
疫学調査にて用いられるケース・コントロ

ール研究の手法に習った調査を計画し，ケー
ス群(患者群)とコントロール群(対照群)に
対して長期実測を行う。調査は，1 ヶ月に 1
回の割合で住宅を訪問して行い，各種物理量
や居住者の住まい方，体調の変化を把握する。
調査項目は，前年度と同様に，(a)建物のシ
ェルター性能，(b)住宅設備の状況，(c)室内
熱空気環境，(d)居住者の健康状況・建物へ
の被害状況，である。 
なお，通常，ケース・コントロール研究手

法ではサンプル数を多く取り，統計的に有意
な因子を抽出するが，手間のかかる実測調査
を長期にわたって実施し多くのサンプルを
扱うことは困難である。よって，現段階では
本調査手法の有効性を確認するための試行
段階と位置づけて調査を試みた。 
(3)健康リスク要因の抽出に関する分析 
ケース(患者群)の健康状態や疾患の発生

状態を調査期間中に観察し，コントロール
(対照群)との比較・分析によりリスク因子を
抽出する。また，調査期間の観察と調査デー
タにより，リスク因子がどのようなメカニズ
ムで生じたかについて知見を整理する。 
 
４．研究成果 
(1) 居住環境とアレルギー性疾患の関連性
に関する国内外の調査事例 
スウェーデンにおける疫学調査(DBH)1，2)で

は，児童の喘息や鼻炎，湿疹の症状は住宅内
の結露・カビの発生と関係しており，戸建住
宅の 80％，集合住宅の 60％で換気回数が 0.5
回/h を満たしておらず，湿気被害の原因とな
っていることが示唆された。また，ハウスダ
スト中の DEHP 濃度と喘息，BBzP 濃度とアト
ピー性皮膚炎・鼻炎において関連性が見られ
ている。また，ブルガリアにおける疫学調査
(the ALLHOME study)3)においても，スウェー
デンの調査と同等のハウスダスト中の DEHP
が検出され，DEHP 濃度と児童における咳症状
に有意な関連性が確認されている。その他に
も，シンガポール 4)においてはカビの被害と
児童の鼻炎・結膜炎，環境中たばこ煙の曝露
と咳や鼻炎等との関連性が見られている。フ
ィンランド 5)における調査でも生活エリア
(リビング・寝室等)における湿気による被害
と喘息の関係性が認められた。日本における
全国規模の調査では，岸ら 6)は戸建住宅 425
軒を対象に環境測定を行い，アレルギー症状
と湿度環境との関連を示している。 

(2)ケース・コントロール研究手法に基づく
長期実測 
①対象住宅の概要 
 表 1 に調査対象住宅の概要を示す。対象住
宅は，先のアンケート調査 4)より選定し，秋
田県内に建設されている戸建住宅 10 件であ
る。住宅は 1999 年以降に建設された戸建住
宅であり，No.10 を除いた住宅では断熱気密
施工がされており，隙間相当面積は 0.3～2.8 
cm2/m2 の範囲にある。換気設備は第 1種が 5
件，第 3種が 3件，換気設備なしが 2件であ
る。No.01 には換気設備がなく，いわゆるシ
ックハウス法が施行される直前に建設され
ている。換気設備の運転は，No.3 では必要時
に運転させているが，その他は常時運転させ
ている。 
 
表 1 対象住宅の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 2 ケース群 5件の居住者の健康状態 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②居住者の健康状態 
 表 2 にケース群の症状を示す。全体的に子
供の症状が重く，13 人中 12 人は医師による
診察を受けた経歴があり，アレルギー性鼻炎
が 5人，アトピー性皮膚炎が 6人，気管支喘
息が 3人，さらにアレルギーテストによりハ
ウスダストに対する陽性反応を持っている
子供が 3人見られる。現在も 6人の子供は薬
を服用することがある。アレルギー体質には
遺伝的要因も指摘されており，今回の対象住
宅のうち，親のアレルギー歴がある住宅は 3
件(No.03，04，05)である。また，新築ある
いは引越し後に症状の発症が見られた住宅
は 3 件(No.01，02，05)である。いずれの住
宅においても，これらの症状は通年見られる
訳ではなく，たいていは季節の変わり目に発
症している。温湿度のように住宅内の環境に
は季節変化があり，同時に微生物濃度にも季
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温水式放熱器
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1種

1種

1種
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家族のアレルギー性疾患等の状況

母親(40代)：目，皮膚のかゆみ．
長男(11)：アトピー性皮膚炎※，気管支喘息※，
　　　アレルギー（ハウスダスト，卵）※．

長女(7)：アトピー性皮膚炎※．次女(6)：アレルギー性鼻炎※．　
長女(10)：花粉症※．長男(9)：花粉症※，アレルギー
（ハウスダスト）※．

母親（40代）：花粉様症状．長女(13)：アレルギー（猫）．
次女(10)，三女(8)：アトピー性皮膚炎※，アレルギー性
鼻炎※．
父親(40代)：咳．母親(40代)：アレルギー性鼻炎※．
長男(13)，次男(11)：アレルギー性鼻炎※，アレルギー
（ハウスダスト）※．三男(9)：気管支喘息※．
母親(40代)：体調不良症状あり．
長男(18)，次男(17)：アトピー性皮膚炎※．
長女(11)：気管支喘息※．

両親のアレ
ルギー暦

新築(引越し)
後の発症

なし 有り

有り

有り

有り 有り

なし

なし

なし有り

住宅
No.

01

02

03

04

05

※病院にて診断を受けた症状。その他の症状は家族の自己申告による。( )は年齢



節変化があると推察すると，濃度が上昇する
時期に症状が悪化することが推察される。な
お，コントロール群の居住者の健康状態はい
ずれも良好である。 
③調査項目と方法 
 表 3 に調査項目を示す。調査期間は，No.4
を除き 2006 年 8 月～2007 年 7 月の 1 年間で
ある。調査では，物理環境として室内外温湿
度，化学物質濃度，ダニ量，カビ数を測定し
た。温湿度は測定期間中に 20 分間隔にて連
続して計測し，気中のカビ数はひと月毎に住
宅を訪問し測定箇所一室当たり 30 秒間のサ
ンプリングを行った。ハウスダスト中のカビ
数は，掃除機の紙パック等からハウスダスト
を取り出し，1ｇあたりのカビ数と主要なカ
ビの種類を同定した。また，居住者の健康状
態にヒアリング調査を訪問時に行い，症状の
変化と物理環境の変化を同時に捉えること
を意図した。得られたデータにより，健康に
影響を及ぼしている要因について総合的に
考察する。 
 
表 3 実測およびヒアリング調査項目 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 月平均外気温湿度と居間温湿度との関係 

④居間における温湿度の測定結果 
 図 1(a)～(f)にケース群 5 件とコントロー
ル群 5件の月平均の外気と居間の温湿度の関
係を示す。住宅 No.10 以外は断熱気密性能が
高いため，外気温が低下しても居間の月平均
温度は 20℃程度確保されている(図 1(a)と
(b))。相対湿度(図 1(c)と(d))については，
住宅間のばらつきが大きく，ケース群とコン
トロール群とに差異は見られない。しかし，
ケース群の絶対湿度を見ると，No.03，No.04，
No.05 のように外気絶対湿度が低下しても居
間絶対湿度が低下していない住宅があり，室
内での水蒸気発生量が多い，あるいは換気に
より排気されていない状況が窺える。 
⑤居間におけるカビ数の月変動 
 図 2(a)，(b)にケース群とコントロール群
のカビ数(PDA 培地)の月変動を示す。太実線
は各群の平均カビ数を示す。両群ともに 2006
年 9 月，'07 年 6 月の前後にカビ数が多い点
は同様の傾向を示すが，両者の相違点は冬期
に見られる。図 2(b)を見ると，コントロール
群が'06 年 9月にカビ数のピークを示し，そ
れ以降徐々に減少するのに対して，図 2(a)
に示すケース群では，カビ数が'06 年 9月の
ピーク以降，'07年2月まで減少していない。
特に，No.03 と No.05 では冬期のカビ数が増
加しており，図 1(e)にて示した居間絶対湿度
の上昇と関連が深いと推察される。このよう
に，冬期にカビ数が減少しないことがケース
群の特徴の一つであることが，本調査により
把握することができた。 
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掃除機の埃を採取
(各階)

ダスト中の

カビ数
訪問日のみ（毎月）

調査項目 測定箇所 測定条件

温湿度
居間，子供室，床下，
外気(床上1.1m)

ダニ量
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ダニ発生の気になる室
(床1m2の埃を採取)

カビ数
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換気設備，暖冷房設備，内装仕上材，家具等(図面の入手)

個人属性，室内状況，生活意識，
居住者の健康状態，高湿度による建物の被害

温湿度計にて10分間隔で連続測定

訪問日のみ(毎月)
掃除機(仕事率200W)にて30秒間

訪問日のみ(毎月)
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浮遊真菌を培地(PDA，M40Y培地)に吹付け
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図 2 ケース群とコントロール群のカビ数の月変動 

 
⑥室内のダニ量 
 図には示していないが，各住宅における居
間と寝室のダニ量は年間を通じて少ない。特
に，ケース群の住宅ではダニアレルゲン除去
を意識して掃除頻度が高いため，ダニ量が少
なくなっている。 
⑦ケース群におけるカビ数と家族の症状 
 図 3(a)～(e)にケース群 5 件における各室
のカビ数(PDA 培地)と家族の症状を月ごとに
示す。 
 各室のカビ数は，いずれの住宅においても
梅雨時期，夏期，秋期に多いが，同様に外気
のカビ数も多い。よって，この時期のカビ数
の増加は外気の影響を受けていると考えら
れ，室内にてカビが繁殖している可能性は低
いと推察される。一方，先に述べたように，
ケース群の住宅は冬期にカビ数が多いこと
が特徴の一つと考えられ，室内にてカビが繁
殖している可能性が指摘される。No.03，
No.05 では居室のカビ数は外気よりも多い。
また，No.01 のように床下のカビ数が多い事
例もあり，カビの繁殖場所として床下空間を
無視することはできない。 
 ケース群の住宅における体調の変化では，
No.01，No.02，No.03 のように，12 月，1月，
2 月に症状が見られない住宅があるが，梅雨
時期から秋期にかけては症状を訴える事例
が多い。No.01 では 10 月に次女が鼻炎を訴え
ているが，この時期にはアレルギー性鼻炎の
誘発菌とされている Alternaria が検出され
ている。同様のことは，No.02，No.03，No.04
においても確認でき，カビアレルゲンの寄与
が疑われるが，他の要因の影響も考えられる
ため，現段階では因果関係は明確ではない。 
 次に，カビ種類の変動に着目すると，梅雨
時 期 か ら 夏 期 に お い て 好 湿 性 の
Cladosporium が検出される割合が高く，比較
的規則性のある変動をしている。しかしなが
ら，No.05 ではカビアレルゲンとされている
Penicillium，Aspergillus，Alternaria など
が一年を通して多く検出され，菌種ごとの変

動が激しい。No.05 は，ヒアリング調査によ
ると，冬期に家族全員が乾燥感を強く訴えて
いるが，相対湿度は 60％前後であるため，乾
燥している状況にあるとはいえない。この乾
燥感には口腔粘膜を刺激する他の要因が作
用している可能性がある。また，健康被害を
強く訴えていた次男が'07 年 4 月から進学の
ため住宅を離れた。その後は症状が快方に向
かっているため，カビが多い居住環境が症状
に影響を及ぼしている可能性がある。 
 
(3)健康リスク要因に関する考察 
 ケース・コントロール研究手法に習った長
期実測調査により，ケース群の住宅において
カビ数の変動に特徴が見られた。従って，室
内環境中のカビがアレルギー性疾患への健
康リスク要因である可能性が確認できる。し
かしながら，居住者の体調は屋外環境中の花
粉の影響も無視できないこともわかった。カ
ビの発生は Dampness と関連深いため，今後
は，Dampness に起因する居住環境要因の量
(用量)に対応した健康障害の程度(反応)の
関係を導く必要がある。 
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図 3 ケース群におけるカビ数の測定結果と家族の症状 
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